
　

消
費
税
率
の
引
き
上
げ
に
際
し
、
子
育
て
世

帯
の
家
計
へ
の
負
担
を
減
ら
す
た
め
、
臨
時
的

な
給
付
措
置
と
し
て
「
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例

給
付
金
」
を
支
給
し
ま
す
。

●
支
給
対
象
者

　

基
準
日
（
平
成
27
年
５
月
31
日
）
に
、
安
芸

高
田
市
の
住
民
基
本
台
帳
に
記
載
さ
れ
て
い
る

方
で
、
以
下
の
条
件
を
満
た
し
た
方
が
対
象
で

す
。

①①
平
成
27
年
６
月
分
の
児
童
手
当
の
受
給
者

（
平
成
27
年
５
月
31
日
に
生
ま
れ
た
児
童
を

養
育
し
て
い
る
受
給
者
を
含
む
）

①②
平
成
26
年
の
所
得
が
児
童
手
当
の
所
得
制

限
限
度
額
に
満
た
な
い
方

●
対
象
児
童

　

支
給
対
象
者
の
平
成
27
年
６
月
分
の
児
童
手

当
の
算
定
対
象
と
な
る
児
童

●
支
給
額

　

対
象
児
童
１
人
に
つ
き
、
３
千
円

●
申
請
手
続
き

　

平
成
27
年
６
月
分
の
児
童
手
当
の
受
給
者
あ

て
に
児
童
手
当
現
況
届
及
び
子
育
て
世
帯
臨
時

特
例
給
付
金
申
請
書
を
同
封
し
、
郵
送
し
ま
す

（
公
務
員
の
方
は
、
所
属
す
る
勤
務
先
が
発
行

し
ま
す
）。
申
請
書
が
届
き
ま
し
た
ら
、
必
要

事
項
を
記
入
の
上
、
必
要
書
類
を
添
付
し
、
窓

口
へ
現
況
届
と
一
緒
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
申
請
受
付
期
間

　

６
月
１
日
（
月
）
～
９
月
１
日
（
火
）

●
申
請
に
必
要
な
も
の

・
一
般
の
児
童
手
当
受
給
者

　

お
送
り
す
る
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
児
童
手
当
の
振
込
口
座
以
外
を
希
望

さ
れ
る
方
は
、
こ
の
ほ
か
に
も
必
要
な
書
類
が

あ
り
ま
す
。

・
公
務
員
の
児
童
手
当
受
給
者

　
所
属
す
る
所
属
長
が
発
行
す
る
申
請
書
に

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
次
の
書
類
を
添
付
し

て
く
だ
さ
い
。

①①
公
務
員
児
童
手
当
受
給
状
況
証
明
書

①②
振
込
先
金
融
機
関
口
座
確
認
書
類
（
平
成

26
年
度
の
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金

の
支
給
を
受
け
た
市
区
町
村
と
、
平
成
27

年
度
の
申
請
先
市
区
町
村
が
同
一
の
場
合
、

省
略
が
可
能
で
す
。）

①③
児
童
手
当
の
振
込
口
座
以
外
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、
本
人
確
認
書
類
（
住
民
基
本
台

帳
カ
ー
ド
（
写
真
付
）、
運
転
免
許
証
、
パ

ス
ポ
ー
ト
の
写
し
の
い
ず
れ
か
１
つ
）

①※
添
付
書
類
が
そ
ろ
っ
て
い
な
い
場
合
は
、

再
度
提
出
の
お
願
い
を
し
、
書
類
が
整
っ

て
か
ら
支
給
事
務
の
手
続
き
に
な
り
ま
す

の
で
、
必
ず
添
付
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

６
月
分
以
降
の
児
童
手
当
等
を
受
け
る
に
は
、
現
況
届
が①

必
要
で
す
。

　

対
象
児
童
を
養
育
さ
れ
て
い
る
方
に
は
、
現
況
届
の
用
紙
を

郵
送
し
ま
す
の
で
提
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。①

●
現
況
届
っ
て
な
に
？

　

毎
年
６
月
に
提
出
し
て
い
た
だ
き
、
６
月
分
以
降
の
児
童
手

当
を
引
き
続
き
受
け
る
こ
と
が
可
能
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
た

め
の
も
の
で
す
。

　

対
象
は
、
中
学
校
卒
業
ま
で
の
児
童
を
養
育
さ
れ
て
い
る
方

で
す
。

●
現
況
届
に
必
要
な
添
付
書
類

•①

年
金
加
入
証
明
書
、
又
は
、
受
給
者
本
人
の
健
康
保
険
証

の
写
し　

•①

平
成
27
年
1
月
１
日
に
安
芸
高
田
市
に
住
民
登
録
の
な

か
っ
た
方
は
、
前
住
所
地
の
市
区
町
村
長
が
発
行
す
る
平

成
27
年
度
（
平
成
26
年
中
）
課
税
証
明
書
（
所
得
・
控
除

人
数
・
金
額
記
載
の
も
の
）

•①

こ
の
他
に
も
、
必
要
に
応
じ
て
提
出
し
て
い
た
だ
く
書
類

が
あ
り
ま
す
。（
申
立
書
、
住
民
票
等
）

●
提
出
期
限
　
６
月
30
日
（
火
）

※
現
況
届
の
提
出
は
お
忘
れ
の
な
い
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　

な
お
、
対
象
の
児
童
を
養
育
さ
れ
て
い
る
方
で
、
児
童
手
当

の
認
定
請
求
が
お
済
み
で
な
い
方
は
、申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

児童手当を受けている方へ

子育て世帯臨時特例給付金
子育て支援課 ☎４７－１２８３

子育て支援課 ☎４７－１２８３
　

先
月
号
の
「
市
長
コ
ラ
ム
」
で
も
と
り
あ
げ

ま
し
た
が
、
安
芸
高
田
市
の
小
・
中
学
校
で
使

用
す
る
郷
土
理
解
学
習
の
た
め
の
副
読
本
が
完

成
し
ま
し
た
。

　

こ
の
副
読
本
は
、
市
内
小
・
中
学
校
12
名
の

教
職
員
が
編
集
委
員
と
な
り
、
平
成
25
年
度
か

ら
２
年
間
を
か
け
て
教
育
委
員
会
が
作
成
し
た

も
の
で
、
小
学
校
は
３
学
年
以
上
、
中
学
校
は

全
学
年
の
学
級
に
置
き
、
社
会
科
や
総
合
的
な

学
習
の
時
間
等
で
今
後
活
用
し
て
い
き
ま
す
。

　

内
容
は
、安
芸
高
田
市
の
歴
史
や
伝
統
文
化
、

産
業
、
ま
ち
づ
く
り
等
に
つ
い
て
編
集
委
員
が

独
自
に
ま
と
め
た
も
の
で
、編
集
の
過
程
で
は
、

安
芸
高
田
市
文
化
財
保
護
審
議
会
の
重し
げ

藤と
う①

剛ご
う

介す
け

会
長
ほ
か
６
名
の
監
修
委
員
か
ら
指
導
・
助

言
を
い
た
だ
い
て
お
り
、
よ
り
精
度
を
高
め
た

も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
全
編
掲
載
し
て
い
ま

す
の
で
、
成
人
を
対
象
と
し
た
学
習
の
場
で
も

ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

郷土理解学習のための副読本が完成しました
学校教育課 ☎４２－５６２８

　わたしたちの住む「安芸高田市」は、平成 16年 3月に当時の高田郡 6町が合併して誕生し
ました。みなさんの郷

ふる

土
さと

安芸高田市は、緑なす山、清らかな川、日本１００名城の「郡山城」、
国の重要無形民俗文化財の「安芸のはやし田」、伝統を継承している神楽など、豊かな自然と
歴史、伝統、文化に恵まれています。こうした郷

ふる

土
さと

で育った多くの先輩たちは、知恵と勇気を
もち、協力しながら、地域を守り発展させてきました。しかし、今日では、人口の減少など様々
な課題があるのも事実です。“ 地域の宝 ” であるみなさんには、地域の課題もしっかり受け止
めながら、このすばらしい伝統や文化を学び、引き継ぎ、守り育てる大人に成長してほしいと
思います。
　教育委員会では、この度、「ふるさと安芸高田市」について学び、郷土に対する自信と誇りをもち、それぞれの
舞台で活躍してほしいとの願いから、郷土理解学習副読本を発刊しました。
　みなさんが生活している郷里に関心をもち、「なぜ」「どうして」という探究する気持ちを大切にして、安芸高田
市の歴史・伝統・文化、そして今の暮らしを学ぶことが、安芸高田市をはじめ、国の歴史や伝統・文化を深く理解
することにつながります。そして、安芸高田市のまちづくりや歴史・伝統・文化は、日本の他の地域や諸外国とも
深くかかわっていることを理解し、諸外国の歴史や伝統・文化を尊重し、ともに歩んでいける力を身に付けてほし
いと思います。
　このことが、例えば将来みなさんがどこに住むことになっても、みなさんが活躍し、生活するベース（土台）が
“郷土　安芸高田市 ”として、みなさんの心の基地（マインドベース）になると確信しています。
　この副読本を様々な学習場面で活用し、安芸高田市について理解を深めるとともに、調べ方や学び方を身に付け
ていきましょう。その力は、みなさんの夢や目標に向けて挑戦し、学び、成長していくうえで、必ず役立つものに
なるはずです。

　この副読本は、子どもたちが「安芸高田市」を郷
ふる

土
さと

と思えるように、というコンセプトを持っ
て編集をしました。生まれ育った町のことはよく知っていても、安芸高田市に何があるのかは、
なかなかわかりません。そのため、この副読本を活用して、安芸高田市のことを知り、調べ、
考えるきっかけになればいいなと思っています。
　授業においても、この副読本を使うことで、安芸高田市の歴史や文化がわかり、教科書に載っ
ていることも、身近に感じながら勉強ができると思います。また、まちづくりにも関心を持つ
ように、課題解決に向けて市が進めている取組も掲載しました。
　子どもたちにとって、この副読本が安芸高田市というまちについて、誇りと自信を深めるものになれば嬉しいで
す。

刊行のことば 安芸高田市教育長　永
なが

井
い

 初
はつ

男
お

副読本に込めた思い 指導主事として編集に取り組まれた 郷野小学校　岩
いわ

見
み

 文
ふみ

彦
ひこ

　教頭

提
出
が
な
い
場
合
、

６
月
分
以
降
の
手
当
が

受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
！
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